
人口と 
世帯数 

16.4.1住民基本台帳 

合計140,718人 
（前月比－552人） 

男67,213人 
（－307人） 

女73,505人 
（－245人） 

世帯数55,973世帯 
（－163世帯） 
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おもな内容 
市制記念日に市表彰式 
児童手当が拡大されました 
特別保育のお知らせ 
不在者投票制度が変わります 
みんなで幸せな社会づくり 
健康掲示板 

………2～3 
…4～5 

………………6 
……7 
………8 

…………………14～15

春をまんきつ 

－桜ウォーク－  
 
　身近にも良いコースがあることを知ってもらおうと第１回桜ウォークが４月11日(日)に行われました。
コースは文化ホール前から湊山公園を往復する約５キロメートル。120人の参加者は入念な準備体操のあ
と、まだ桜の残る彫刻ロードを思い思いのペースで歩き、暖かく春らしい陽気を楽しんでいました。 
 
 （写真：新加茂川沿いの彫刻ロードを湊山公園へ歩く参加者） 



　
市
制
記
念
日
に
あ
た
る
４
月
１
日
、
公
会
堂
で
「
米
子
市
特
別
功
労
者
・

功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
市
政
の
発
展
に
多
大
な
功

績
が
あ
っ
た
、
60
人
と
９
団
体
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
併
せ
て
国
の
栄
典
で
あ
る
叙
勲
や
褒
章
を
平
成
15
年
中
に
受
章

さ
れ
た
皆
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
「
叙
勲
・
褒
章
受
章
祝
賀
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
表
彰
・
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

2第884号 

市政の発展に多大な功績 
市制記念日に表彰式 

特
別
功
労
者

特
別
功
労
者
・
功
労
者

功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

善
行
者
表
彰
式 

特
別
功
労
者
・
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式 4月1日に公会堂で執り行われた表彰式 

６０
人
と
９
団
体
を
表
彰
 

功
労
表
彰
者 

特
別
功
労
表
彰
者 

善
行
表
彰
者 

  

■
特
別
功
労
者 

　
森
田
隆
朝（
上
福
原
五
丁
目
）

故 

足
芝
孝
幸（
河
崎
）實
繁
一
男（
福

市
） 

   

■
自
治
功
労
者 

　
佐
藤
正
夫（
米
原
七
丁
目
）矢
倉

　
強（
夜
見
町
）八
幡
美
博（
上
福

原
六
丁
目
）杉
本
清
孝（
尾
高
）岡

田
十
七
郎（
上
後
藤
二
丁
目
）吉

岡
節
雄（
和
田
町
） 

■
厚
生
功
労
者 

　
田
部
　
貢（
皆
生
温
泉
四
丁
目)

古
井
靖
子（
和
田
町
）藤
原
宏
子（
東

福
原
八
丁
目
）吉
谷
昭
彦（
鳥
取
市

湖
山
町
南
二
丁
目
） 

■
体
育
功
労
者 

　
福
井
美
代
二（
上
後
藤
二
丁
目
）

故 

米
田
哲
巳（
大
篠
津
町
） 

■
寄
附
行
為
功
労
者
　 

門
脇
一
雄（
旗
ヶ
崎
三
丁
目
）
杵

島
　
隆（
新
宿
区
富
久
町
） 

   

■
自
治
善
行
者 

　
中
野
美
佐
夫（
富
士
見
町
二
丁

目
）
福
島
　
宏（
皆
生
新
田
二
丁

目
）大
櫃
興
紀（
長
砂
町
）中
村
昌

哲（
八
幡
）北
村
　
必（
河
崎
）
田

守
利
彦（
陰
田
町
）
矢
田
一
郎（
尾

高
）遠
藤
教
通（
富
益
町
）湯
浅
計

佑（
富
益
町
） 

■
商
工
業
善
行
者 

　
内
村
正
己（
西
福
原
）永
井
伸
和

（
境
港
市
麦
垣
町
） 

■
厚
生
善
行
者
　 

　
吉
岡
　
俊
（
大
谷
町
）
魚
谷
　

純（
上
後
藤
二
丁
目
）今
井
秀
博（
上

後
藤
五
丁
目
） 

■
教
育
善
行
者 

　
坂
田
政
久（
安
倍
） 

■
文
化
善
行
者 

　
小
磯
保
弘（
河
崎
） 

■
消
防
善
行
者 

　
田
中
敬
三（
皆
生
三
丁
目
）
松

本
　
智（
夜
見
町
）鷲
見
康
男（
旗

ヶ
崎
八
丁
目
）吉
田
　
力
（
和
田

町
）
鎌
澤
美
則（
和
田
町
）
門
本

司
郎（
河
崎
）
足
立
雅
明（
夜
見

町)

西
村
洋
司(

夜
見
町)

堀
尾
道

明(

上
新
印
）藤
山
嗣
文（
旗
ヶ
崎

四
丁
目
）
前
田
昭
人（
新
開
一
丁

目)

小
谷
　
茂（
両
三
柳
）
柴
崎
亮 

彦(

彦
名
町)

足
立
弘
秋(

夜
見
町) 

■
体
育
善
行
者 

　
清
水
照
明（
目
久
美
町
）山
浦
小

夜
子（
西
福
原
六
丁
目
）
岡
田
信

行（
河
崎
）池
松
善
彦（
日
下
）
新

田
　
寿（
諏
訪
）
毛
利
悦
夫(

一
部)

福
島
公
明（
福
万
）
宮
本
基
一
郎

(

諏
訪
）
佐
田
山
晋
佑(

永
江
）
坂

本
友
香
里（
旗
ヶ
崎
二
丁
目
）
新

憲
太
郎（
旗
ヶ
崎
二
丁
目
）
飯
塚

　
愛（
富
益
町
） 

■
寄
附
行
為
善
行
者 

　
生
田
和
江（
東
町
） 

 



3 第884号 

　
米
子
市
で
は
平
成
２
年
か
ら
、
ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円
事
業
の
一
環
と
し
て
文

化
奨
励
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、
地
域
文
化
の
振
興
・
向
上
に
貢
献

し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
個
人
と
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

　
第
14
回
の
受
賞
者
は
、
個
人
の
部
…
絵
本
作
家
「
玉
井
詞
」
さ
ん
と
団
体
の
部

…
ま
ち
づ
く
り
団
体
わ
ら
い
通
り
協
議
会（
住
田
済
三
郎
代
表
、
会
員
50
人
）の
皆

さ
ん
に
決
定
し
、
４
月
１
日
に
市
役
所
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
玉
井
詞
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
た
ア
ニ
メ
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば

な
し
」
で
演
出
・
美
術
を
昭
和
54
年

か
ら
担
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の

頃
か
ら
絵
本
の
創
作
を
は
じ
め
ら
れ

ま
し
た
。 

　
昭
和
59
年
に
は
作･

絵
と
も
に
自

身
で
創
作
し
た
「
ギ
ギ
ギ
　
鯨
の
海

と
根
っ
子
の
島
」
を
出
版
し
、
以
後

「
よ
だ
か
の
星
」
「
秘
密
の
マ
ン
ト
」

「
爬
虫
類
伝
説
」
等
多
数
の
絵
本
を

発
表
。
子
供
た
ち
に
愛
さ
れ
る
作
品

を
多
く
創
作
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で

開
催
さ
れ
る
絵
本
原
画
展
に
も
出
品

さ
れ
、
そ
の
作
品
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
２
年
に
は
、
ア
ト
リ
エ
を
京

都
か
ら
故
郷
で
あ
る
米
子
市
に
移
し
、

絵
本
の
創
作
活
動
を
続
け
る
一
方
、

絵
本
に
関
す
る
講
演
や
絵
本
づ
く
り

の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
子
供
た
ち

へ
絵
本
に
接
す
る
機
会
を
提
供
し
、

絵
本
の
素
晴
ら
し
さ
や
魅
力
に
つ
い

て
広
く
紹
介
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
で
は
「
も
み
の
木
園
」

に
お
け
る
絵
画
指
導
や
「
鳥
取
県
よ

さ
こ
い
踊
り
子
隊
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
担
当
。
地
域
活
動
に

お
い
て
も
そ
の
手
腕
を
意
欲
的
に
振

る
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功

績
が
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、

ま
た
本
市
の
文
化
振
興
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
わ
ら
い
通
り
協
議
会
は
、
東
倉
吉

町
と
西
倉
吉
町
の
住
民
・
商
店
主
ら

に
よ
り
平
成
11
年
６
月
に
結
成
さ
れ
、

中
心
市
街
地
の
集
客
を
図
る
た
め
、

加
茂
川
の
景
観
と
伝
統
的
な
街
並
み

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。 

　
平
成
11
年
に
は
、
町
内
の
空
き
店

舗
を
借
り
、
会
員
の
ア
イ
デ
ア
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
休
息
所
「
笑
い

庵
」
を
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
場
所
は
、

会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
米
子
市
を

訪
れ
た
観
光
客
も
立
ち
寄
る
隠
れ
た

名
所
と
な
り
、
「
笑
餡
」
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
和
菓
子
を
創
作
す
る
な

ど
、
商
店
街
を
甦
ら
せ
る
ア
イ
デ
ア

を
練
る
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
区
を
流
れ
る
旧
加
茂
川

の
環
境
を
守
る
た
め
、
定
期
清
掃
の

実
施
や
花
菖
蒲
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
米
子
市
の
顔
で
あ
る
旧
加
茂
川

が
多
く
の
市
民
か
ら
い
っ
そ
う
親
し

ま
れ
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。 

　
平
成
15
年
４
月
か
ら
は
「
加
茂
川･

中
海
遊
覧
船
」
の
運
行
を
開
始
し
、

加
茂
川
土
蔵
群
な
ど
「
商
都
」
と
呼

ば
れ
た
米
子
の
歴
史
や
文
化
を
色
濃

く
残
す
街
並
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、

手
作
り
で
地
域
文
化
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
駆

的
な
団
体
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

現
在
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
改

装
し
、
高
齢
者
が
集
う
拠
点
施
設
と

す
る
市
民
活
動
を
、
福
祉
団
体
と
共

同
で
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

玉井　詞さん 

わらい通り協議会のみなさん 

善
行
表
彰
団
体 

平
成
十
五
年
叙
勲

平
成
十
五
年
叙
勲
・ 

　
　
　

　
　
　 

褒
章
受
章
者

褒
章
受
章
者 

 

平
成
十
五
年
叙
勲
・ 

　
　
　 

褒
章
受
章
者 

 

第
１４
回
米
子
市
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
決
ま
る
！ 

『
玉
井
　
詞
』さ
ん
と
 

　
　
　
　『
わ
ら
い
通
り
協
議
会
』 

つ
か
さ
 

  
■
文
化
活
動
善
行
団
体 

　
写
真
集
団
ゼ
ロ（
米
原
）米
子
市

民
劇
場（
角
盤
町
一
丁
目
） 

■
体
育
善
行
団
体 

　
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
就
将（
大
谷
町
） 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
善
行
団
体 

　
尚
徳
さ
く
ら
の
里
づ
く
り
推
進

協
議
会（
榎
原
） 

■
寄
附
行
為
善
行
団
体 

　
株
式
会
社
高
島
屋（
大
阪
市
中

央
区
難
波
五
丁
目
）米
子
市
自
治

連
合
会（
加
茂
町
一
丁
目
）国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
米
子（
角
盤
町
三

丁
目
）加
茂
小
学
校
講
堂
改
築
記

念
事
業
実
行
委
員
会（
両
三
柳
）

美
保
・
栗
林
・
松
本
特
定
建
設
共

同
企
業
体（
昭
和
町
） 

    

■
瑞
宝
中
綬
章 

　
江
村
　
壽（
上
福
原
六
丁
目
） 

■
勲
四
等
旭
日
小
綬
章 

　
藤
本
定
男（
旗
ヶ
崎
九
丁
目
） 

■
旭
日
小
綬
章 

　
森
田
隆
朝（
上
福
原
五
丁
目
） 

■
勲
四
等
瑞
宝
章 

　
原
　
邦
雄（
糀
町
一
丁
目
）大
島

貞
男（
上
福
原
六
丁
目
） 

■
瑞
宝
小
綬
章 

　
田
中
孝
福（
皆
生
五
丁
目
） 

■
勲
五
等
双
光
旭
日
章 

　
山
本
　
守（
榎
原
）近
藤
純
造（
法

勝
寺
町
） 

■
勲
五
等
瑞
宝
章 

　
故 

萬
　
修
一（
立
町
二
丁
目
）

倉
光
淨
晃（
錦
町
二
丁
目
）石
倉
旦

一（
上
後
藤
二
丁
目
） 

■
瑞
宝
双
光
章 

　
大
本
　
滿（
河
崎
）渡
部
恵
子（
夜

見
町
） 

■
勲
六
等
瑞
宝
章 

　
水
野
和
郎（
車
尾
四
丁
目
） 

■
瑞
宝
単
光
章 

　
生
田
英
哲（
上
後
藤
一
丁
目
）

田
中
　
彰（
上
福
原
四
丁
目
）舟
越

幸
壽（
中
島
一
丁
目
）江
島
三
郎（
河

崎
）大
西
康
次（
富
益
町
）川
島
幸

夫（
上
福
原
五
丁
目
）永
野
克
彦（
西

福
原
九
丁
目
）
永
見
　
登
（
永
江
）

中
村
　
馨（
河
岡
）前
嶋
丈
司（
大

崎
） 

■
藍
綬
褒
章 

　
木
田
達
二（
加
茂
町
二
丁
目
） 

■
紫
綬
褒
章 

　
相
澤
葉
子（
米
原
一
丁
目
） 

わ
ら
い
あ
ん 



4第884号 

○児童が平成16年度に小学校入学の場合 
　平成16年3月31日までこの児童に係る児童手当を受けていた方は、今回手続きは必要ありま

せん。児童手当は4月以降も引き続き支給されます。ただし、小学校2・3年生の児童も養育し

ている方は、その児童に係る「額改定請求書」の提出が必要です。（下記参照） 

　現在、児童手当を受けていない方は、「認定請求書」の提出が必要です。 

 

 
○児童が平成16年度に小学校2・3年生の場合 
　現在児童手当を受けていない方は「認定請求書」、現在すでに就学前児童に対する児童手当を

受けている方は「額改定請求書」の提出が必要です。 

 

 
　手続きについて 

児童手当は次のとおり申請をしてください。 

　１．申請受付期間 

　　　児童手当法の改正後、「広報よなご」にてお知らせします。 

　２．申請場所 

　　　米子市役所1階　正面玄関前特設窓口（公務員の方は勤務先） 

　３．申請に必要なもの 

　　　①印章、②請求者（養育者）名義の銀行口座がわかるもの（認定請求の場合のみ） 

　　　③添付書類（５ページ参照） 

　平成16年4月分から、児童手当制度が改正される予定です。 

　支給対象年齢が、現在の義務教育就学前（6歳到達後最初の年度末）までから、小学校第3

学年修了前（9歳到達後最初の年度末）までに拡大されます。 

　新たに児童手当を受けるためには、市町村窓口（公務員の方は勤務先）で、手続きが必

要となります。 

平成16年４月分から 
児童手当が小学校３年生まで拡大されます 

平成16年４月分から 
児童手当が小学校３年生まで拡大されます 

平成16年４月分から 
児童手当が小学校３年生まで拡大されます 
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　添付書類について 
　次の事項に該当する方は、下記の書類の提出が必要です。手続きの際は必ず書類をご持
参ください。 
 
　国民年金以外の年金に加入の方 

・保険証（組合員証）の原本及び写し（「額改定請求書」には必要ありません。） 
　必ず原本と写しの両方をご持参ください。 
 
　平成15年1月1日現在米子市に住所がなかった方 

・平成15年度所得証明書（児童手当用）（「額改定請求書」には必要ありません。） 
　平成15年1月1日現在の住所地の市町村で交付を受けてください。 
 
　児童の住所が米子市外になっている方 

・児童の世帯全員の住民票の写し 

　児童手当制度の概要 
１．対象者 
　小学校第3学年修了前（9歳到達後最初の3月31日まで）の児童を養育している方で、所
得が一定の額未満の方 
２．支給額 
　第１子／5,000円（月額）　第２子／5,000円（月額）　第３子／10,000円（月額） 
３．支払時期 
　児童手当は原則として2月、6月、10月に、それぞれの前月分までがご指定の口座に振
り込まれます。ただし、法改正に伴い新たに認定された児童手当は、本年6月の振込みが
2～3か月遅れる見込です。 
 

■問い合わせ　米子市福祉保健部児童家庭課　（�23－5177） 

　今年度から母子家庭の母の就業を目的とした資格の取得を容易にするため、２年以上養成機関
で修業する場合に、一定期間給付金を支給し、生活の負担を軽減する「高等技能訓練促進費給付
金事業」を始めました｡ 
　■対象資格 
　　・看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士、理容師、美容師など 
　■対象者　市内に住所を有する母子家庭の母で、次のすべての要件を満たす方 
　　・児童扶養手当を受けているか、同様の所得水準にあること 
　　・養成機関で２年以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれること 
　　・就業又は育児と修業の両立が困難であると認められること 
　■支給対象期間 
　　　修業期間の最後の１／３の期間（12か月を限度） 
　■支給額 
　　　月額　103,000円 
　なお、詳しいことについては、児童家庭課（　23－5177）までお尋ねください｡ 

高等技能訓練促進費給付金事業のお知らせ 
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保育所での特別保育についてのお知らせ 
　特別保育とは、仕事と子育ての両立を容易にするために、保育所での通常の保育に加えて実施しているも
のです。 
　米子市の認可保育所では、下記の要領で特別保育を実施します。 

※下記の園では、平成16年4月1日から新規に延長保育を実施しています。 
　　　・小鳩保育園（7：30～19：00）　　・五千石保育園（7：30～19：00） 
　　　・巖 保 育 園（7：30～19：00）　　・河崎保育園（7：30～19：00） 
　その他、保育所の詳細については、児童家庭課窓口や各保育所に用意してある「保育所入所申込のしおり」
　をご覧いただくか、米子市ホームページ内の「子育てよなご」のページをご覧ください。 

■問い合わせ　児童家庭課（　23－5177） 

米子市内に住む児童で保護者の
変則的な勤務、ボランティア活
動、疾病、事故、看護、介護、
出産、学校行事などの公的行事
への参加などで家庭での保育が
困難な場合及び育児疲れのため
のリフレッシュの場合 
 
０歳から就学前まで 
（０歳児はキッズタウン24か
みごとうとひばり保育園のみ） 
 

実施園の開所時間と同じ 
 
 
 
各実施園に直接申し込み 
 
 
東保育園（博労町3丁目�22‐5695） 
聖園マリア園（東倉吉町　34‐3054） 
成実保育園（石井　26‐1855） 
キッズタウン24かみごとう（両三柳　30‐0111） 
ひばり保育園（上福原5丁目　33‐6166） 
南保育園（陽田町　22‐5697） 
えんぜる保育園（米原1丁目　33‐1577） 
 
３歳以上児　１日1,000円 
３歳未満児　１日2,000円 
 
・各園とも受入れ人数に限りが
ありますので、利用希望日が決
まりましたら事前に園に連絡し
てください。 
・キッズタウン24かみごとう
は登録制です。 
・南保育園、えんぜる保育園は
平成16年5月1日からの実施と
なります。 

 
 
 
利用の要件 
 
 
 
 

児童の対象
年 齢  
 
 

利 用 時 間
 

 
 
 
利用申込先 
 
 
 
 

実 施 園  
（施　設） 
 
 
 
 

利 用 料 金
 

 
 
 
 
 
 
注 意 事 項  

一時保育 

米子市内に住む児童で日曜
日、祝日において仕事、冠
婚葬祭、病気、家庭の事情
などで家庭での保育が困難
な場合 
 
 
 
 
１歳６か月から就学前まで 
 
 
実施園の平日の開所時間と
同じ 
 
 
各実施園に直接申し込み 
 
 
仁慈保幼園（東町　34‐3267） 
キッズタウン24かみごとう（両三柳　30‐0111） 
車尾保育園（車尾南1丁目　32‐2454） 
 
 
 
 
 
1日2,000円 
 
 
・各園とも受入れ人数に限
りがありますので、利用希
望日が決まりましたら事前
に園に連絡してください。 
・お弁当が必要です。 
・車尾保育園は平成16年5
月1日からの実施となります。 

休日保育 

米子市内に住む児童で「病
気回復期」にあたるため、
保育園や幼稚園に連れて行
けないが、保護者も勤務等
の都合により家庭での保育
が困難な場合 
 
 
 
０歳から就学前まで 
 
 
月～金　9:00～17:30 
土　9:00～15:00 
 
実施施設に直接申し込み
（ただし嘱託医の事前診断
が必要） 
 
ベア－ズデイサービスセンター 
（榎原　26‐5599） 
 
 
 
 
 
 
1日2,500円 
 
 
・嘱託医の診断後に利用の
決定をしますので、症状に
よっては利用できない場合
があります。 

病後児保育 



7 第884号 

　公職選挙法の一部改正にともない、期日前投票制度の創設、郵便等による不在者投票対象者
の拡大及び郵便等による不在者投票の代理記載制度が創設されます。 

　対象となる投票は、米子市選挙管理委員会で行われる米子市の選挙人名簿に登録されている
方の投票で、従来の不在者投票のように、投票用紙を封筒に入れて、それに署名するといった
手続きが不要となり、選挙の当日と同じように選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ入れるこ
とができる制度です。 

不在者投票制度が変わります!不在者投票制度が変わります!不在者投票制度が変わります!
○期日前投票制度の創設 
○郵便等による不在者投票対象者の拡大 
○郵便等による不在者投票の代理記載制度の創設 

期日前投票制度 

　今までの対象者に加えて、身体障害者手帳の交付を受けていて、免疫の障害が１級もしくは
３級の方及び要介護者で介護保険の被保険者証に要介護状態区分が要介護５と記載されている
方が、新たに郵便等による不在者投票をすることができるようになりました。 

郵便等による不在者投票対象者の拡大 

　郵便等による不在者投票対象者で、さらに身体障害者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が１
級と記載されている方及び戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第２項症
までと記載のある方は、あらかじめ米子市選挙管理委員会に届け出た方（選挙権を有する方に
限る。）に投票に関する記載を代理でさせることができるようになりました。 

郵便等による不在者投票の代理記載制度の創設 

詳しくは米子市選挙管理委員会事務局まで 
米子市選挙管理委員会事務局 
〒683－8686　米子市加茂町１丁目１番地 
TEL(0859)23－5346　FAX(0859)23－5349 
 

障害のある機能 
　両下肢 
　体幹 
　移動機能 
　心臓 
　腎臓 
　呼吸器 
　膀胱 
　直腸 
　小腸 
※免疫 
 

　  障害の程度 
 
１級若しくは２級 
 
 
 
 
１級若しくは３級 

障害のある機能 
 
　両下肢 
　体幹 

 
 
 
　内臓機能 

　  障害の程度 
 
　特別項症から 
　第２項症まで 

 
 
 
　特別項症から 
　第３項症まで 

 
 
 
 
※要介護状態区分が 
　要介護５ 

身　体　障　害　者 戦　  傷　  病　  者 要　介　護　者 

郵便等による不在者投票対象者 

※は今回新設のものです。 
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と
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、
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１
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、
日
ご
ろ
か

ら
身
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か
。 

 

▼
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米
子
市
人
権
政
策
部
人
権
政
策
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　赤塚不二夫の『おそ松くん』に登場するイヤミの「シェー」のポーズで
す。昭和40年代に流行し、誰もがやったあのポーズ。作品名から、丹慶三
揚自身の自画像ということがわかります。「仏画の丹慶」と呼ばれ、生前
の厳格な丹慶先生をご存知の方は、このようなひょうきんな姿を想像する
ことはできないでしょう。 
　生誕100周年を迎える丹慶は、明治36年（1903）、愛知県江南市生まれ。
日本美術学校(現日本美術専門学校)研究科で学んだのち、帝国美術学校（現
武蔵野美術大学）洋画科の助手を務めるなどして、洋画家として作品制作
をしていましたが、その後日本画に転向、山口蓬春に師事します。戦時中、
師の蓬春とともに山形に疎開し、戦後まもなく米子に移り住みます。山陰
の土となることを決断し、山陰の美しさを見出した丹慶は、油彩画の手法
を基盤に日本画を描き続けました。丹慶の画題は幅広く、その多様さは観
る人を楽しませます。丹慶作品の風景・人物・仏画等、未公開の素描も併
せて、常設展Ⅰ「丹慶三揚―詩と画―」６月13日（日）～7月19日（月・祝）
でぜひご覧下さい。 
 ■問い合わせ先：米子市美術館（電話34-2424） 
■http://www.yonago-city.jp/bunka/museum.htm
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幸
せ
な
社
会
づ
く
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を
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ざ
し
て 
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て 

美術館通信  生誕１００周年　丹慶三揚  
たん けい さん よう 
 

丹慶三揚　作 「作品Ⅰ（或る画家〔自画像〕）」
制作年不詳　91.5×60.8（cm）紙本・淡彩 
米子市美術館　蔵 

企
業
に
お
け
る
人
権
啓
発 

 

ほう   しゅん 



「米子市青少年育成ボランティア」養成講座受講者募集 
　米子市では、米子の子どもたちの遊びについて考える大人のボランティアを養成するための講座を行います。 
子どもたちの遊びのお手伝いをしたい方、すでに活動しているけどもっと勉強したい方々、どなたでもお気軽に参
加してください。 
 
■講座内容　　●定　員　60名 
　　　　　　　●対象者　18歳以上の方 
　　　　　　　●期　間　６月から平成17年３月の間に月2回（計12回） 
　　　　　　　　　　　　※原則として午前10時から午後４時まで 
　　　　　　　　　　　　　講座内容によっては変更有り 
　　　　　　　●会　場　米子市児童文化センターほか 
　　　　　　  ●内　容　「講座のねらい」・「みんなで花を飾ろう」・「安全活動・救急法について」・　　　
　　　　　　　　　　　　「遊びの情報の集め方と伝え方」・「プレーパークでキャンプ」・ 
　　　　　　　　　　　　「ものづくり教室」ほか 
■参 加 料　300円（ボランティア保険料） 
■申込期間　５月６日（木）～５月31日（月）※年度途中からの参加も受け付けます。 
■申込方法　住所・氏名・連絡先をご記入の上、電話・郵便・FAX・E－メールにてお申し込　　　　　　　　　
　　　　　　みください。 
■申込・問い合わせ 
　　　　　　〒683-8686　米子市東町161-2　米子市総合研修センター内 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米子市教育委員会生涯学習課青少年係 
　　　　　　　23－5441（平日８：30～17：15。ただし、12：00～13：00の間は除く）FAX23－5414 
　　　　　　E－メールアドレス　shogaku@yonago-city.jp 
　　　　　　※申込み締め切り後、申込みをされた方にご案内のお手紙をお送りします。 

　住基カード・印鑑登録証を交付する際には、運転免許証、パスポートなど官公署が発行した顔写真付きの身分
証明書により本人確認を行った上で即日交付しますが、これらの身分証明書がない場合には、照会・回答手続に
より本人確認を行ってから交付します。 
　この照会・回答手続により本人確認をする際には、回答書を持参される時に以下の本人確認書類（コピー不可）
をお持ちください。 

◆印鑑登録をする際に保証書により本人確認をする場合にも、登録者本人の本人確認書類として、各種保険の被
　保険者証、各種年金証書、預金通帳等（コピー不可）をお持ちください。 
■問い合わせ　市民課窓口係（　23－5144） 

9 第884号 

■申請者本人の本人確認書類 
・各種保険の被保険者証、各種年
　金証書、預金通帳等 

■登録者本人の本人確認書類 
・各種保険の被保険者証、各種年
　金証書、預金通帳等 

■登録者本人の本人確認書類 
・各種保険の被保険者証、各種年
　金証書、預金通帳等 
●代理人の本人確認書類 
・官公署が発行した顔写真付きの　
身分証明書、各種保険の被保険者　
証、各種年金証書、預金通帳等 

照会・回答手続による印鑑登録証の交付の場合 

本人申請の場合 代理人申請の場合 
照会・回答手続による 
住基カードの交付の場合 

照会・回答手続による住基カード・印鑑登録証交付の際に本人確認を行います！ 

ご存知ですか／国民年金の学生納付特例 
　平成16年度の国民年金保険料の学生納付特例（保険料の納付が猶予される制度）の申請を受け付けています。 
　学生納付特例は年度ごとの申請となりますので、平成15年度に申請をされた方もあらためて申請が必要です。 
　申請をご希望で手続きがお済みでない方は５月中に市民課年金係（市役所１階⑤番窓口）で申請してください。 
■手続きに必要なもの 
 1 学生証の写し、または在学証明書（平成16年４月１日以降に発行されたもの）2  印鑑 
※お問い合わせは市民課年金係（　23－５１４２）または米子社会保険事務所（　34－６１１１）までお願いします。



●観覧料金：小中学生50円・大人210円・ 
　幼児無料（保護者同伴のこと） 
●土曜日は小中学生無料 
●団体の予約もできます。 

土・日・ 
祝日 

10：45 

2：00 

2：00

11：45 

3：00 

3：00

 

4：00 

 平日 

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
行
事 

 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
よ
り 

◆
毎
日
の
最
終
投
影
は
「
太
陽
を

は
か
ろ
う
」
で
す
。
５
月
の
星
空

を
解
説
員
と
い
っ
し
ょ
に
散
歩
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
星
の
見
つ
け
方

や
星
座
物
語
を
楽
し
く
紹
介
し
ま

す
。 

             

図
書
室
よ
り 

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た 

　
12
日
・
19
日
・
26
日
（水）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
は
１
歳
未
満
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
、
11
時
10
分
〜

11
時
40
分
は
１
歳
以
上
児
と
そ
の

保
護
者
対
象
で
す
。 

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
） 

　
９
日
（日）
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

に
は
「
く
ま
と
り
す
の
お
や
つ
」

ほ
か
、
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10

分
に
は
「
な
に
を
た
べ
て
き
た
の
」

ほ
か
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
し
ま
す
。 

◆
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会 

　
17
日
（月）
午
後
２
時
〜
４
時
・
テ

ー
マ
「
五
味
太
郎
」
の
本 

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会 

　
19
日
（水）
午
後
２
時
〜
４
時
・
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
交
流
会
・
大

人
対
象
。 

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会 

　
22
日
（土）
午
後
２
時
15
分
〜
３
時

15
分
・
「
エ
パ
ミ
ナ
ン
ダ
ス
」
ほ

か
・
お
は
な
し
や
絵
本
、
手
遊
び

な
ど
・
幼
児
〜
大
人
対
象 

 

そ
の
他
館
内
よ
り 

◆
自
由
工
作
コ
ー
ナ
ー 

　
15
日
ま
で｢

ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り｣

、

16
日
か
ら
「
わ
ゴ
ム
の
ぴ
ょ
ん
」

が
作
れ
ま
す
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
工
作
を
し
て
楽
し
め
ま
す
。 

◆
第
13
回
春
の
バ
ラ
展 

　
　
　
（
共
催
・
米
子
バ
ラ
会
） 

　
22
日
（土）
・
23
日
（日）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時 

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
初
心
者

の
日
（
も
く
も
く
指
導
） 

　
26
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午
・
木

の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
材
料

代
４
０
０
円
・
大
人
14
名
・
15
日

（土）
か
ら
電
話
受
付 

◆
リ
ニ
ア
彗
星
を
み
よ
う 

　
29
日
（土）
午
後
７
時
45
分
〜
・
定

員
20
人
・
15
日
か
ら
電
話
受
付
・

雨
曇
り
は
翌
日
・
夕
方
空
に
見
え

る
彗
星
を
双
眼
鏡
で
見
ま
す
。 

 

※
開
館
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
。
電
話
受
付
（
　
34
―

５
４
５
５
）
は
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
。 

 

※
今
月
の
休
館
日
は
、
６
日
、
７

日
、
10
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

で
す
。 

 

体 

　
育 

　
行 

　
事 

 

▼
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会 

　
９
日
（日）
午
前
８
時
50
分
米
子
駅

集
合
・
バ
ス
９
時
15
分
発
・
行
き

先
…
大
山
寺（
阿
弥
陀
堂
史
跡
探

勝
コ
ー
ス
・
行
程
約
５
㎞
）方
面
・

弁
当
持
参
・
運
賃
１
６
０
０
円
・

解
散
予
定
午
後
４
時 

▼
女
性
の
美
容
と 

　
　
　
　
　
　
体
力
づ
く
り
教
室 

　
11
・
18
・
25
日
（火）
、
14
・
21
・

28
日
（金）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
・

市
民
体
育
館
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、

ジ
ャ
ズ
体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
女
性
の
テ
ニ
ス
教
室 

　
10
・
17
・
24
・
31
日
（月）
、
６
・

13
・
20
・
27
日
（木）
午
前
10
時
〜
正

午
・
東
山
庭
球
場
・
雨
天
中
止
・

午
前
９
時
以
降
市
民
体
育
館
ま
で

問
合
せ
（
　
33
―
２
８
６
１
） 

▼
ス
ポ
ー
ツ
障
害
相
談
室 

　
22
日
（土）
・
午
後
３
時
〜
５
時
・

ペ
ア
ー
レ
米
子
・
申
込
先
…
20
日

午
後
４
時
ま
で
に
体
育
課
（
電
話

可
） 

▼
第
36
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大

会
の
出
漕
申
込
み 

●
期
日
　
５
月
14
日
（金） 

　
　
　  

（
体
育
課
必
着
） 

●
会
期
　
７
月
４
日
（日）  

　
　
　
　
午
前
７
時
〜 

●
錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス 

　（
５
０
０
ｍ
） 

●
出
漕
料
　
１
ク
ル
ー
１
５
０
０

０
円（
代
表
者
会
議
の
時
に
持
参
） 

（
体
育
課
　
23
―
５
４
２
６
） 

 

水 

鳥 

公 

園 

行 

事 
 

◆
自
然
観
察
会
「
コ
ウ
モ
リ
の
超

音
波
を
聞
い
て
み
よ
う
！
」 

　
８
日
（土）
午
後
６
時
〜
８
時
・
参

加
無
料
・
申
込
不
要
・
集
合
場
所

…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー ◆
手
作
り
自
然
教
室
「
ビ
ー
ズ
ト

ン
ボ
を
作
ろ
う
！
」 

　
23
日
（日）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

小
学
生
以
上
先
着
20
名
・
要
申
込

み
・
材
料
費
１
０
０
円
・
会
場
…

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー 

◆
子
ど
も
野
鳥
ク
ラ
ブ 

　
５
月
〜
７
月
の
第
２
日
曜
日
・

原
則
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
小

学
生
対
象
先
着
20
名
・
要
申
込
み
・

参
加
費
５
５
０
円
・
身
近
な
自
然

を
楽
し
く
観
察
す
る
企
画
で
す
。 

※
今
月
の
休
園
日
は
、
毎
週
火
曜

日
と
６
日
（木）
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
24
―
６
１
３
９ 

市 

立 

図 

館 

行 

事 
 

◆
つ
つ
じ
読
書
会 

　
１
日
（土）
午
後
２
時
〜
４
時
・
ジ

ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
著
「
敗
北
を
抱
き

し
め
て
」
上
巻
・
特
設
文
庫
室
※

次
会
は
６
月
５
日
（土） 

◆｢

ほ
し
の
ぎ
ん
か｣

お
話
会 

　
６
・
13
・
20
日
（木）
午
前
10
時
40

分
〜
11
時
30
分
・
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
、
手
あ
そ
び
な
ど
・

親
子
読
書
コ
ー
ナ
ー 

◆
伯
耆
文
化
研
究
会 

　
８
日
（土）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
・

大
会
議
室
・
研
究
発
表
●
米
子
地

域
の
石
造
物
に
つ
い
て
　
近
藤
滋

氏
●
ト
ラ
ベ
ル
セ
ッ
ト
の
成
立
―

近
世
墓
に
お
け
る
副
葬
品
か
ら
―

　
中
森
祥
氏 

◆
古
文
書
研
究
会 

　
29
日
（土）
午
後
２
時
〜
４
時
・
大

庄
屋
船
越
家
文
書
・
講
師
船
越
元

四
郎
先
生
・
大
会
議
室 

 

※
開
館
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
。
今
月
の
休

館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
、
４
日
（
国

民
の
祝
日
）
、
月
末
（
図
書
整
理
）
。 

※
問
い
合
わ
せ
　
22
―
２
６
１
２ 

10第884号 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 



11 第884号 

人
権
・
行
政
相
談 

 
　
６
日
（木）
、
19
日
（水）
、
28
日
（金）
、

６
月
10
日
（木）
市
役
所
４
０
２
会
議

室
で
開
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後

１
時
〜
４
時
。
人
権
擁
護
委
員
と

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
19
日
は
人
権
相
談
の

み
で
す
。 

（
市
民
参
画
課
　
23
―
５
３
７
２
） 

   

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
職
種
・
人
員 

●
保
育
士
　
　
　
　
　
　
５
人 

●
下
水
道
水
洗
化
普
及
促
進
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人 

●
介
護
保
険
料
徴
収
員
　
１
人 

▼
応
募
資
格 

●
保
育
士
　
昭
和
51
年
４
月
２
日

以
降
に
生
れ
た
人
で
保
育
士
資

格
を
取
得
し
て
い
る
人 

●
下
水
道
水
洗
化
普
及
促
進
員
・

介
護
保
険
料
徴
収
員
　
昭
和
15

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
26
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

す
る
人 

▼
試
験
日
・
科
目
　
５
月
30
日
（日）

・
教
養
、
作
文
、
面
接
。
場
所

は
別
途
通
知
し
ま
す
。 

▼
採
用
予
定
日 

　
平
成
16
年
７
月
１
日 

▼
申
込
受
付
期
間 

　
５
月
10
日
（月）
〜
21
日
（金） 

※
受
験
申
込
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
職
員
課
（
　
23
―
５
３
４
１
） 

   

　
米
子
市
観
光
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
職
種
・
人
数 

　
事
務
員
　
　
　
　
　
　
１
人 

▼
職
務
内
容 

米
子
市
観
光
協
会
事
務
局
に
勤

務
し
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
及
び
観

光
客
誘
致
等
に
関
す
る
業
務
に

従
事
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格 

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人 

▼
試
験
日
・
科
目
・
場
所 

第
一
次
試
験 

●
期
日
　
６
月
20
日
（日） 

●
場
所
　
市
立
図
書
館
大
会
議
室 

●
科
目
　
教
養
、
論
文
（
試
験
日

に
提
出
） 

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
７
月

下
旬
に
第
二
次
試
験
を
行
い
ま
す
。 

▼
採
用
予
定
日 

　
平
成
16
年
９
月
１
日 

▼
申
込
受
付
期
間 

　
５
月
26
日
（水）
〜
６
月
８
日
（火） 

▼
業
務
説
明
会 

５
月
23
日
（日）
に
業
務
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

　
米
子
市
観
光
協
会
事
務
局 

　
米
子
市
末
広
町
５
８ 

米
子
駅

前
サ
テ
ィ
４
階
（
　
37
―
２
３
１
１
） 

   

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

次
の
と
お
り
常
勤
職
員
（
副
館
長
）

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
人
数
　
　
　
　
　
　
　
１
人 

▼
職
務
内
容 

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

勤
務
し
、
運
営
・
管
理
業
務
に

従
事
し
ま
す
。
（
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
不
規
則
勤
務
と
な

り
ま
す
） 

▼
応
募
資
格
　 

昭
和
15
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

26
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人 

▼
試
験
日
・
科
目 

５
月
29
日
（土）
に
教
養
、
作
文
、

面
接
。
場
所
等
は
、
別
途
通
知

し
ま
す
。 

▼
採
用
予
定
日 

　
平
成
16
年
７
月
１
日 

▼
申
込
受
付
期
間 

　
５
月
６
日
（木）
〜
21
日
（金） 

※
受
験
申
込
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
商
工
課
（
　
23
―
５
２
１
６
） 

   

　
生
涯
学
習
講
座
と
し
て
市
民
の

皆
様
に
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
米

子
人
生
大
学
」
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
と
　
き 

　
６
月
21
日
〜
11
月
15
日（
11
回
） 

▼
と
こ
ろ
　
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
他 

▼
講
座
内
容
　
健
康
や
教
養
、
社

会
生
活
等
に
関
す
る
こ
と 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
28

日
（
金
）
ま
で
に
チ
ラ
シ
に
つ

い
て
い
る
申
込
書
で
、
市
内
各

公
民
館
か
生
涯
学
習
課
（
　
23

―
５
４
４
４
）
へ 

※
チ
ラ
シ
は
生
涯
学
習
課
・
公
民

館
に
あ
り
ま
す 

※
電
話
で
の
申
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。 

   

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

歩
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者

の
た
め
に
一
定
の
要
件
に
基
づ
き
、

障
害
者
の
方
が
所
有
し
て
い
る
軽

自
動
車
等
（
障
害
者
の
た
め
に
家

族
の
方
が
運
転
す
る
場
合
、
若
し

く
は
身
体
障
害
者
及
び
18
歳
未
満

の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

障
害
者
の
た
め
に
常
時
介
護
す
る

方
が
運
転
す
る
場
合
も
含
み
ま
す
）

の
税
金
が
１
台
減
免
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

▼
申
請
手
続 

﹇
新
規
の
場
合
﹈
身
体
障
害
者

手
帳
等
持
参
し
て
い
た
だ
く
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
課
税
課

庶
務
係
（
　
23
―
５
１
１
１
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

﹇
継
続
の
場
合
﹈
別
途
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▼
申
請
受
付
期
限
　
５
月
24
日
（月） 

　
期
限
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す 

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を 

米
子
人
生
大
学
で

 

職
員
を
募
集
し
ま
す 

米
子
市
観
光
協
会

 

募

集

し

ま

す
 

非

常

勤

職

員

 

山陰歴史館行事「民話のへや」 山陰歴史館行事「民話のへや」 
(共催　ほうき民話の会)  

　館内の古民具に囲まれて民話を聞き、むか
しばなしの中に出てくる古民具の一口解説を
まじえて、子どもから大人まで楽しめます。  
■と　き　５月16日(日) 午後１時30分～２時10分 
　　　　　※今後は、奇数月の第３日曜日に 
　　　　　　開催を予定しています。 
■ところ　山陰歴史館２階民俗資料室 
　　　　　「いろりの間」 
■入　場　無料 
■問い合わせ　山陰歴史館(　22―７１６１)

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
！
〈
法
ま
も
る
　
心
が
築
く
　
よ
い
社
会
〉 

写真提供：ほうき民話の会 



第884号 12

特別障害者手当 
■対象となる方 
　在宅で重度の障害があり、日常生活に常時特別の介護を
必要とする20歳以上の方(施設に入所している方及び継続
して３か月以上入院している方は対象になりません) 
■手当の額 
　月額　26,620円（２，５，８，11月に支給） 
 
障害児福祉手当 
■対象となる方 
　在宅で重度の障害があり、日常生活に常時特別の介護を
必要とする20歳未満の方。(障害を支給事由とする年金を
受給している方や施設に入所している方は対象になりませ
ん。) 
■手当の額 
　月額　14,480円（２，５，８，11月に支給）  
※各手当について、本人、配偶者又は扶養義務者の前年の
所得が一定限度額以上である場合は支給されません。 
※手当額は平成16年３月１日現在のものです。 
■問い合わせ　　福祉課（　23－5153） 

特別障害者手当・障害児福祉手当のお知らせ 
■と　き　６月25日(金)、26日(土)　午前10時～午後３時 
■内　容　ベッドから車椅子移動の方法(実技実習)ほか 
■対象者　西部地域各市町村の男性住民 

男性介護講座受講者募集 

■と　き　６月16日(水)、17日(木)　午前10時～正午 
■内　容　清潔のお世話、床ずれ予防(実技実習) 
■対象者　西部地域各市町村の住民 

家庭介護講座受講者募集 

■と　き　５月25日(火)、27日(木)、６月２日(水)、４日(金)、
　　　　　９日(水)、10日(木)　午前10時～午後３時 
■内　容　痴呆性老人との関わり方、家庭で出来るリハビリ
　　　　　など、基本的な介護知識と技術が習得できます。 
■対象者　西部地域各市町村の住民 

各講座共通 
■ところ　ふれあいの里（錦町１丁目） 
■定　員　30人(先着順、介護入門講座は応募多数の場合抽選) 
■受講料　無料 
■申込・問い合わせ　西部地域介護実習普及センター 
　　　　　　　（ふれあいの里内　23-5470　FAX23-5018） 

介護入門講座受講者募集 

　日露文化交流の一環として、ロシアバレエ団と地域の
アマチュアバレエ団とのバレエジョイントコンサートを
開催します。 
■と　き　　６月25日（金）開演　　　午後６時30分 
　　　　　　　　　　　　終演予定　午後８時30分 
■出演者　　ロシアバレエフェスティバルバレエ団 
　　　　　　地元バレエスクール出演者 
■演　目　　第一部　カルメン(ロシアバレエ団出演) 
　　　　　　第二部　白鳥の湖(ロシアバレエ団出演) 
　　　　　　　　　　小作品集(地元バレエ団出演) 
■ところ　　米子市文化ホール　メインホール 
■入場料　　前売一般　　　　4,000円 
　　　　　　前売高校生以下　2,000円 
　　　　　　※当日は各500円増　全席自由 
■問い合わせ　米子市文化ホ－ル(　35－4171)

日露バレエジョイントコンサート・ 
ロシアバレエフェスティバル  ＩＮ米子 

恒例の米子市近郊・音楽愛好者による音楽の祭典です。 

■入場料　大人500円、中学生以下無料 
　※１枚の券で全ての演奏会に何回でも入場できます。 
■問い合わせ　文化ホ－ル(　35－4171)

文化ホ－ル主催事業　第46回米子市音楽祭 

　米子市障害者生活支援センターでは、すでに自立生活を
しているか、自立をめざしている障害のある方を対象とし
た体験型の講座「自立生活プログラム」を実施します。今
回は５月～９月の全８回。開催日程は、次のとおりです。
参加希望の方は、各回ごとにお申し込み下さい。 
■日　程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　※第６回以降は次号以降に掲載します。 
■対象者　自立生活をしているか、自立生活を目指してい
　　　　　る障害児・者（高校生以上） 
■定　員　10名（申込多数の場合抽選） 
■参加費　無料（ただし、実費負担） 
■申込・問い合わせ　米子市障害者生活支援センター 
　（道笑町２丁目126　　/FAX37－2120） 

自立生活プログラム【前期】に参加してみませんか？ 

　米子高専では、無料の文化セミナーを次のとおり公会堂
中ホールで開催します。 
■とき　５月15日(土)　午後２時～４時 
■演題　 ｢電磁波の人体に与える影響｣ 
　　　　～主に、送電線電磁波と人体の相互作用について～ 
■講師　千葉敦生(電気情報)　■定員　40人 
■申込・問い合わせ　米子高専図書館（　24－5006)

米子高専文化セミナー／公会堂で開催 

■と　き　５月16日(日)　午前９時～午後３時 
■ところ　航空自衛隊美保基地 
■内　容　航空自衛隊50周年記念（写真パネル展、航空機
　　　　　記念塗装）・航空機地上展示（Ｃ－１等）・航空
　　　　　機飛行展示等(ブルーインパルス、Ｆ－15等)等 
■無料駐車場 
　ＪＲ大篠津駅付近、飛行場南地区、基地北側 
　※基地と駐車場(大篠津駅付近、飛行場南地区のみ)の間
　を民間シャトルバス(有料)が運行予定 
■問い合わせ　航空自衛隊美保基地渉外室 
　　　　　　　(　45－0211)

美保基地航空祭が開催されます 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

カラオケに行こう 

好みの服を探しに出 
掛けよう 
 ボウリングをしよう 

電車に乗って鬼太郎 
に会いに行こう 
競馬を楽しもう 
（20歳以上） 

5月22日（土） 
申込期限：５月17日 
5月29日（土） 
申込期限：５月24日 
6月12日（土） 
申込期限：６月７日 
6月26日（土） 
申込期限：６月21日 
7月10日（土） 
申込期限：７月５日 

 
 
 

5月29日（土） 
 
 
 
 

5月30日（日） 
 
 
 
 

6月5日（土） 
 
 
 
 

6月6日（日） 

大正琴＆二胡サロンコンサート 
　山陰琴仙会ぶーめらん、ゲスト：二胡奏者 
開演：午後２時/会場：イベントホ－ル 
和楽器＆マンドリンの夕べ 
　米子マンドリンオーケストラ、山城裕子(ピアノ)、筝曲
　綸の会、尺八虚空の会、ゲスト：古屋輝夫(尺八奏者) 
開演：午後６時30分/会場：メインホ－ル 
美しい楽器の響き 
　吹奏楽・ギタ－・ピアノ・ハーモニカなど 
開演：午後２時/会場：メインホ－ル 
うたって遊ぼう　みんなでWaiWai　童謡
た・い・む 
　よなご童謡の会 
開演：午後２時/会場：イベントホール 
ジャズ・ブラックコンテンポラリーライブ 
　レインボージャズオーケストラ・ラグーンほか 
開演：午後６時/会場：メインホール 
合唱の集い・第23回ふれあいコンサ－ト 
　(鳥取県西部合唱連合共催) 
開演：午後２時/会場：メインホ－ル 
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▼所在地、戸数、規格、家賃　別表のとおり 
▼入居者の資格 
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営
んでいる人。 
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族
（事実上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）
がある人（単身向住宅を除く）。ただし、50歳以上の人
等（米子市営住宅条例施行規則第５条第２項第３号又は
公営住宅法施行令第６条第１項の規定に該当する人）は、
単身でのお申込みが可能です。 
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
ただし、万能町住宅については、米子市営住宅条例に定
める改良住宅の収入基準に合うこと。 
●現に、住宅に困窮していることが明らかな人。 
▼母子世帯等優先入居 
（１）児童福祉法（昭和22年法律第164号）第38条に規定
する母子生活支援施設から退所を要求されているものが
あるときは、これを優先的に入居させることとする。 
（２）前号に該当する者がいないときは、その他の母子世
帯等を優先的に入居させることとする。 
▼申込受付期間・場所 
　５月６日（木）～５月14日（金）ただし、日曜日、土曜日
を除きます。 
　市役所建築課 
▼申込に必要な書類 
　住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員の
もの）等 
　＜住宅申込書などは建築課にあります＞ 
▼入居選考方法 
　５月24日（月）公開抽選により選考します。 
▼入居可能予定日 
　平成16年６月１日（火） 

■問い合わせ　建築課�23－5263 
　なお、次回の米子市営住宅入居者募集の期間は６月１日
から６月９日の予定です。 

平成16年度第2回米子市営住宅入居者を 
次のとおり募集します。 　最近、水道局から委託された業者と偽り、水質検査

を行ない、浄水器を取り付けるよう迫ったり、水道管
修理の契約を迫ったりするなどの悪質な事例が報告さ
れています。 
　水道局では、浄水器の訪問販売やお客様から要請の
ない水質検査は行ないません。また、水道管の修理は、
米子市水道局指定の給水装置工事業者以外は施工でき
ません。 
　ご不審と思われた場合には、職員証の提示をお求め
いただいたり、水道局給水維持課(　32－6111)までお
問い合わせください。 

悪質な訪問販売にご注意！ 

　米子市では、新たに商売を始めてみようという人に
商売のノウハウを修得していただくため、少ない負担
で商売の実践ができる仮店舗「チャレンジショップ」
を設置しています。 
　今回は、新たに本通り商店街に「チャレンジショップ」
を開設する予定です。 
　出店を希望される方は、下記までお問い合わせくだ
さい。 
■問い合わせ　米子商工会議所振興課(　22－5131) 
　　　　　　　米子市経済部商工課(　23－5217)

あなたも商売を始めてみませんか 
～チャレンジショップの新規出店者を募集中～ 

　国際的な広い視野をもって地域社会に参画できる人
材を養成するため、今年も若いあなたの海外研修企画
を募集します。たくさんのご応募をお待ちしています。 
■応募資格 
　市内にお住まいのおおむね15歳以上35歳までの青少
年またはそれによって構成されるグループ 
■募集人員　　３名程度 
■募集期限　　５月31日(月) 
■経費の補助　目的地までの往復旅費と滞在費用の３
　　　　　　　分の２を補助。 
　　　　　　　ただし、一人当たり40万円を限度とし
　　　　　　　ます。 
■選考方法　書類審査等 
■研修期間等　７月～平成17年3月 
※詳しくは、市民参画課(　23－5371)にお尋ねください。 
【平成15年度研修内容】 
●三好百子(無職)…オーストラリア(メルボルン)、ニュ
ージーランド(クライストチャーチ) 
　福祉先進国における医療保険・老人福祉制度の視察
研修 
●森山尚樹、若原博之(会社員)…オーストラリア(ゴー
ルドコースト) 
　ライフセービングの本場における海難救助法の研修 

若いあなたの海外研修企画を募集します 

■受講資格　配水管等工事の施工に関する業務に従事
　　　　　　した経験が２年以上あるもの 
■実施日　　６月８日(火)～９日(水) 
■受講料　　5,250円(税込) 
■申込締切　５月21日(金) 
■問い合わせ　水道局給水維持課(　32－6111)

配管工技能認定講習会のお知らせ 　米子市では、中海の水質保全対策の一環として、市民の
皆さんに中海浄化意識を持っていただくため、中海（中海
に流入する河川を含む）について水質等を調査・研究を行
う営利を目的としない団体に対して、奨励金制度を設けて
います。 
　平成16年度の申込み方法等詳しい内容については、 
環境政策課（　23－5257）までお問い合わせください。 

中海に関する水質等の調査・研究を 
行う団体を募集します 

住宅名 所在地 構造 部屋数 家賃月額 
建築 
年度 

河　崎 
住　宅 

万能町 
住　宅 
青　木 
住　宅 
安倍彦名 
住　宅 
錦海町 
住　宅 
陰田町 
住　宅 

加　茂 
住　宅 
 

B

50R２ 

２ＤＫ 

３Ｋ 

３Ｋ 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

３LＤＫ 

２LＤＫ 

３LＤＫ 

２LＤＫ 

 

S45 

S50 

S46 

S54 

S63 

H４ 

H９ 

H11 

H11

54R１ 

63R２ 

４R１ 

11R１ 

11R２ 
（母子世帯等優先入居） 

（単身向） 

201

203

43 簡易耐火 
２階建 
中層耐火 
４階建 
中層耐火 
４階建 
中層耐火 
４階建 
中層耐火 
４階建 
中層耐火 
４階建 
高層耐火 
８階建 
高層耐火 
６階建 
高層耐火 
６階建 

8 ,900　　 
～14,800

11 ,800　　 
～19,500

10 ,700　　 
～17,700

15 ,000　　 
～24,800

18 ,200　　 
～30,200

22 ,500　　 
～37,200

21 ,200　　 
～35,100

29 ,100　　 
～48,300

22 ,000　　 
～36,400

305

304

204

602

502

505

河　崎 

万能町 

永　江 

彦名町 

錦海町 
２丁目 

陰田町 

両三柳 

棟 
空家番号 

号 
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マタニティー応援教室〈両親学級〉 結核健康診断・肺がん検診日程 
■対象者　　　妊娠中のママとパパ 
■ところ　　　保健センター（ふれあいの里　３階） 
■日程と内容　いずれも午後１：30～４：00

さあ、始めよう防煙・禁煙・分煙 
　５月31日は世界禁煙デーです。みんなで「たばこ」に
ついて考えてみましょう。  
 禁煙をする人を増やすために！ 
■と　き　５月30日（日） 午後１：30～４：00 
■ところ　ふれあいの里　大会議室 
■対象者　禁煙をしたい方、たばこに関心のある方 
■内　容　ミニ講演（５題）、ニコチン依存度チェック、
　　　　　呼気中の一酸化炭素測定、パネル展示、専門
　　　　　医による禁煙相談（無料）  
 最初の一本に火をつけさせないために！ 
■と　き　５月31日（月）午後１：30～４：00 
■ところ　ふれあいの里　大会議室 
■対象者　防煙教育に関心のある方 
■内　容　講演　 
　　　　　講師　鳥取大学医学部　小谷和彦先生 
　　　　　パネル展示、指導用教材の展示 

■対象者　平成元年４月１日までに生まれた方（学校や
　　　　　勤務先で受ける方は除く） 
　　　　　肺がん検診は40歳以上の方 
■料　金　レントゲン撮影は無料 
　　　　　「たん」の検査は900円 
　　　　　（70歳以上の方と市民税非課税世帯の方、生
　　　　　活保護世帯の方は無料です） 
※詳しくは地区回覧をご覧ください。 

検診場所 
ケアハウスよなご幸朋苑 
上後藤１区・越河務氏宅前 
旧拘置所南側駐車場 
住吉公民館 
ユニサン駐車場 
旗ヶ崎２区公民館 
天使園 
中ノ海１区集会所 
下新印・宇部コンクリート社宅 
赤井手公民館 
豊田公民館 
十日市公民館 
一部公民館 
水浜・宝善院駐車場 
東八幡共同作業場 
春日公民館 
日原・平木フトン店 
橋本多目的集会所 
吉谷１区公民館 
富士見ヶ丘自治会集会所 
グリーンヒルズ日原案内所 
石井・森内科医院駐車場 
美吉１区・沢田氏宅隣駐車場 
宗像ニュータウン内公園 
成実公民館 
新山公民館 
古市公民館 
清水ヶ丘集会所 
河岡公民館 
県公民館 
下福万隣保館 
石州府集荷場 
上福万公民館 
日下・山根速水氏宅前 
緑ヶ丘グリーンハイツコミュニティプラザ 

月　日 
 

5月20日 
（木） 
住吉 
 

5月25日 
（火） 
住吉 
 
 

6月4日 
（金） 
春日 
 
 
 
 
 

6月14日 
（月） 
成実 
 
 

6月15日 
（火） 
成実 
 

6月15日 
（火） 
県 
 

6月17日 
（木） 
県 

時　間 
午前  9：20～  9：50 
10：00～10：20 
10：30～10：50 
11：00～11：50 

午後  1：30～  2：30 
午前  9：30～10：00 
10：10～10：30 
10：40～11：10 

午前  9：10～  9：30 
9：50～10：20 
10：40～11：10 
11：20～11：40 

午後  1：00～  1：20 
1：40～  2：00 
2：20～  2：40 
3：00～  3：20 

午前  9：30～  9：50 
10：10～10：30 
10：50～11：20 

午後  1：00～  1：20 
1：30～  1：50 
2：00～  2：30 
2：40～  3：00 

午前  9：30～  9：50 
10：10～10：40 
11：00～11：20 
11：40～12：00 

午後  1：30～  1：50 
2：10～  2：30 
2：50～  3：20 

午前  9：40～10：10 
10：30～11：00 
11：20～11：50 

午後  1：20～  1：50 
2：10～  2：30

里”健康対策課 　23－5452～5454） 

 
 

5月18日（火） 

◎妊娠中・産後の食事 
◎パパにもできる赤ちゃんのお世話 
◎お口の手入れ 
◎沐浴体験（赤ちゃんの人形で実際に
　体験します） 
　パパの参加も大歓迎です！ 

 
 

6月29日（火） 

◎先輩ママ･パパとの交流 
◎おっぱいの手入れ（実際の手入れは
　妊娠37週を過ぎてからです） 
◎お産を楽にするコツ（陣痛が始まっ
　てからの心構え、呼吸法等） 

＊申し込みはいりません。母子健康手帳を持ってお出か
　けください。 
＊米子市ホームページ“健康ガイド”でもご案内してい
　ます！ 



15

お子さんの予防接種 
＜＜ポリオと結核予防接種について＞＞ 
■生まれ月ごとに毎月実施します。（受けられなかった
　場合は、次の月以降に受けてください） 
■ところ：保健センター（ふれあいの里　３階） 
■受付：午後１：00～２：00（接種開始は１：15） 
■母子健康手帳、予診票をお持ちください。 
　（母子健康手帳がないと受けられません） 
■ ｢予防接種と子どもの健康」の冊子を読んできてくだ
　さい。 

個別接種の予防接種 
　次の予防接種を個別に医療機関で実施しています。 
　接種を希望される方は、体調の良いときに早めに受け
ましょう。また、接種の際は、医師とよく相談のうえ、
他の予防接種との間隔に十分注意してください。 

■実施場所　年間を通して米子市が委託した医療機関 
　　　　　　（｢ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド」 
　　　　　　14ページをご覧ください）で実施 
■料　　金　無料 
■留意事項 
（乳幼児の場合） 
　●接種を受ける前に「予防接種と子どもの健康」の冊
　　子を読んで来てください。 
　●母子健康手帳を必ずお持ちになり、予診票を記入の
　　うえ接種を受けてください。 
（小･中学生の場合） 
　●必ず保護者同伴で接種を受けてください。 
　●予診票は医療機関に備えてあります。 
　●母子健康手帳をお持ちください。 

ポリオ（小児まひ）予防接種 

対象児 

H15年 4 月生 

H15年 5 月生 

H15年 6 月生 

H15年 7 月生 

H15年 8 月生 

◎７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてください。 
◎６週間以上の間隔をおいて２回飲みます（間隔は6週間以上
　であれば、いくら長くてもかまいません）。 

◎生後３か月で接種します。 
◎４歳未満で接種を受けていない方も受けてください。 
◎ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの検査）接種２
　日後に判定をして、陰性者にＢＣＧを接種します。 

1回目 

 

 

 

  5月27日（木） 

  6月16日（水） 

2回目 

  5月25日（火） 

  6月15日（火） 

  6月17日（木） 

  9月28日（火） 

10月19日（火） 

結　核　予　防　接　種 

対象児 

H16年 1 月生 

H16年 2 月生 

ツベルクリン 

  5月26日（水） 

  6月23日（水） 

Ｂ　Ｃ　Ｇ 

  5月28日（金） 

  6月25日（金） 

１回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回目、
２回目を受けてく
ださい。 

健康掲示板（お問い合わせは、“ふれあいの 

生後３か月～７歳６か月未満 
（３～８週間間隔で３回接種） 
１期３回目接種後１２～１８か月 
（１回接種） 
※７歳６か月未満に１期（初回・ 
　追加）を終了する。 
小学６年生　１１～１３歳未満 
（１回接種） 
生後１２か月～７歳６か月未満 
（１回接種） 
生後１２か月～７歳６か月未満 
（１回接種） 
標準的年齢　３歳（１～４週間 
　　　　　　間隔で２回接種） 
標準的年齢　４歳（１期２回目 
　　　　　　接種後１２か月で１ 
　　　　　　回接種） 
※７歳６か月未満に１期（初回・ 
　追加）を終了する。 
小学４年生　９～１３歳未満 
（１回接種） 
中学３年生　１４～１６歳未満 
（１回接種） 

対　象　と　実　施　方　法 種　　類 
１期初回 
 
１期追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１期初回 
 
１期追加 
 
 
 
 
２期 
 
３期 
 

三種混合 
　ジフテリア 
百日せき 

破傷風　 

 
 

二種混合 
（ジフテリア・破傷風） 

麻  し  ん 
 

風  し  ん
 

 
 
 
 
 
 

日本脳炎 

犬を飼っておられる皆様へ 
　最近、犬に噛まれたり、追いかけられたなど、市民の
方から犬に関する苦情が多く寄せられています。必ず犬
をつないで散歩をさせる、放し飼いにしないといった最
低限のマナーを守りましょう。 
　鳥取県条例などにより、人に危害を加えないよう鎖に
つなぐなどして散歩・飼育することが、飼い主の責務と
して義務付けられています。また、狂犬病予防法では犬
の登録、年に１回の予防注射をすることが義務付けられ
ています。これらに違反すると罰金などに処せられるこ
ともありますのでご注意ください。 
　人と動物が調和し、共生できる街づくりにご協力くだ
さい。 
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賀
茂
神
社
の
宮
爺
さ
ん 
 

　
物
見
遊
山
で
に
ぎ
わ
う
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

と
ん
と
昔
に
も
、
夢
の
よ
う
な
旅

を
し
た
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
今

月
は
そ
の
話
で
す
。 

　
米
子
の
賀
茂
神
社
に
は
、
昔
、

神
社
を
毎
日
掃
除
を
し
、
壊
れ
た

所
を
修
理
し
て
神
社
を
守
っ
て
い

る
老
人
が
お
り
ま
し
た
。
人
は
こ

の
老
人
を
、
宮
爺
さ
ん
と
い
っ
て

敬
愛
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
宮
爺

さ
ん
は
正
直
で
、
親
切
で
、
優
し

い
人
で
し
た
。 

　
あ
る
日
、
賀
茂
神
社
に
祭
ら
れ

て
い
る
神
様
が
、
こ
の
宮
爺
さ
ん

に
会
い
に
出
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

驚
い
て
い
る
宮
爺
さ
ん
に
、
神
様

は
「
お
前
の
正
直
で
純
な
心
が
前

か
ら
好
き
だ
っ
た
。
今
日
は
お
礼

に
、
お
前
を
別
世
界
に
連
れ
て
い

っ
て
や
る
」
と
い
っ
て
先
に
立
っ

て
歩
き
、
町
の
外
に
出
ら
れ
ま
し

た
。
宮
爺
さ
ん
も
神
様
の
後
を
追

っ
て
米
子
の
町
の
外
に
出
た
と
こ

ろ
、
ア
ッ
と
思
う
間
に
今
ま
で
見

た
こ
と
の
な
い
土
地
に
来
て
い
ま

し
た
。
宮
爺
さ
ん
は
あ
っ
ち
こ
っ

ち
と
珍
し
い
景
色
を
見
て
歩
き
回

り
、
野
原
に
寝
そ
べ
り
し
て
、
の

ん
び
り
と
丸
一
日
過
ご
し
、
夕
方

ま
た
神
様
に
連
れ
ら
れ
て
米
子
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
ら
、
ま
る
で
夢

か
ら
さ
め
た
よ
う
な
気
分
に
な
り

ま
し
た
。 

　
し
か
し
そ
れ
が
夢
で
な
い
証
拠

に
、
米
子
に
帰
っ
て
き
た
時
、
神

様
は
一
緒
に
過
ご
し
た
記
念
に
と

い
っ
て
、
神
様
が
着
て
お
ら
れ
た

衣
服
を
そ
の
場
で
脱
い
で
宮
爺
さ

ん
に
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の

衣
服
は
、
長
さ
５
尺
４
寸
８
分（
約

１
・
64
メ
ー
ト
ル
）・
柄
は
無
地
・

色
は
茶
色
で
ま
る
で
和
尚
さ
ん
の

着
る
法
衣
の
よ
う
で
し
た
。
宮
爺

さ
ん
は
そ
れ
を
賀
茂
神
社
に
奉
納

し
ま
し
た
。
今
で
も
神
主
さ
ん
が

大
事
に
保
管
し
て
お
ら
れ
る
、
と

幕
末
に
書
か
れ
た
「
伯
耆
志
」
と

い
う
本
に
あ
り
ま
す
。 

　
「
伯
耆
志
」
は
、
宮
爺
さ
ん
が

神
様
と
思
っ
た
の
は
天
狗
で
は
な

か
っ
た
か
、
推
理
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
話
は
当
時
有
名
だ
っ
た
の

か
、
す
こ
し
違
っ
て
伝
承
さ
れ
た

話
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
―
宮
爺
さ
ん
が
あ
る
夜
夢
を
見

た
。
賀
茂
大
明
神
が
現
れ
て
「
お

前
は
ま
じ
め
で
正
直
で
、
よ
く
神

社
を
守
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
お
礼

に
こ
れ
を
や
る
」
と
い
っ
て
、
神

様
が
身
に
付
け
て
お
ら
れ
た
着
物

を
そ
の
場
で
脱
い
で
渡
さ
れ
た
。

宮
爺
さ
ん
は
有
り
難
く
そ
れ
を
戴

き
、
喜
ん
で
踊
っ
て
い
る
う
ち
に

朝
に
な
り
、
夢
は
さ
め
た
。
な
ん

だ
夢
だ
っ
た
の
か
…
起
き
上
が
っ

て
枕
元
を
見
た
ら
、
そ
こ
に
夢
で

戴
い
た
神
様
の
着
物
が
あ
っ
た
。

今
、
そ
の
着
物
は
宮
爺
さ
ん
の
子

孫
が
大
事
に
し
ま
っ
て
い
る
― 

（「
米
府
鬼
話
」） 

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
　 

川
上
　
廸
彦 

　
コ
オ
イ
ム
シ
は
タ
ガ
メ
の
仲
間

で
、
体
長
２
㎝
く
ら
い
の
小
さ
な

昆
虫
で
す
。
前
脚
が
カ
マ
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
こ
の
前
脚
で

小
魚
や
水
生
昆
虫
を
捕
ら
え
て
体

液
を
吸
い
ま
す
。 

　
コ
オ
イ
ム
シ
は
漢
字
で
書
く
と

「
子
負
虫
」
と
書
き
ま
す
。
こ
の

名
前
の
通
り
、
成
虫
が
卵
を
背
中

に
背
負
い
、
卵
が
孵
化
す
る
ま
で

面
倒
を
見
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
コ
オ
イ
ム
シ
は
成
虫
で
冬
を
過

ご
し
、
翌
春
に
産
卵
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
時
期
に
は
卵
を
背

負
っ
た
コ
オ
イ
ム
シ
が
池
の
浅
瀬

で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
て
、
こ
の
卵
を
背
負
っ
て
い

る
コ
オ
イ
ム
シ
は
、
オ
ス
か
メ
ス

か
、
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。

実
は
、
卵
を
背
負
っ
て
い
る
の
は

オ
ス
で
す
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

メ
ス
が
自
分
の
背
中
に
卵
を
産
み

付
け
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。 

　
コ
オ
イ
ム
シ
の
メ
ス
は
、
交
尾

の
後
、
オ
ス
の
背
中
に
卵
を
産
み

付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
卵
を
産
み

終
わ
る
と
、
メ
ス
は
去
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
後
、
オ
ス
は
卵
が

孵
化
す
る
ま
で
の
間
、
卵
を
背
負

っ
て
卵
を
守
り
続
け
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
興
味
深
い
生
態
の

コ
オ
イ
ム
シ
は
、
観
察
会
で
水
辺

の
生
き
物
採
集
を
行
う
と
、
よ
く

見
つ
か
り
ま
す
。
卵
を
背
負
っ
た

コ
オ
イ
ム
シ
の
姿
に
、
子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々
で
す
。 

　
し
か
し
コ
オ
イ
ム
シ
は
、
準
絶

滅
危
惧
種
と
し
て
、
環
境
省
の
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
取
県
内
で
も
、
米
子
水
鳥

公
園
以
外
で
は
生
息
地
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
、
と
て
も
希
少
な
昆

虫
な
の
で
す
。 

　
水
鳥
公
園
以
外
で
コ
オ
イ
ム
シ

の
姿
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
と

て
も
残
念
で
す
。
コ
オ
イ
ム
シ
が

生
き
て
い
け
る
、
浅
く
て
水
草
の

茂
る
池
や
沼
が
無
く
な
ら
な
い
事

を
祈
り
ま
す
。 

 

米
子
水
鳥
公
園
指
導
員
　
　
　
　 

桐
原
　
佳
介 

ふ
　 

か 

め
つ
　
き
　 

ぐ 
ぜ
つ 

て
ん
　
ぐ 

い
た
だ 

み
や  

じ
い 


